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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

前提条件 
（要求事項） 

開発段階 製造段階 流通段階 利用 

作物特性 性能 原材料の削減     

栽培様式 耐久性 省エネルギー生産     

圃場条件 操作性 部品の共用化     

市場の条件 構造 部品の最適調達     

安全性 整備性 製造管理の最適化     

環境 省エネ性       

規格規制 規格等への対応       

農政の方向性         

新技術の導入 

共通部品の使用・OEMの導入 
 （標準化） 

適切な部品供給 

定期点検の実施 

迅速な修理整備 

農業機械の主要コスト要因 
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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 
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前提条件：環境－排気ガス規制 
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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

前提条件：環境－排気ガス規制 
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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

前提条件：環境－排気ガス規制 
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【日本３次規制】 
 
３次規制対応エンジン機関構造概要（26PS以上） 

DPFシステム 



Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

前提条件：環境－排気ガス規制 
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26≦ps<50 

50≦ps<76 
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【日本4次規制】 利用 
流通 
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製造 
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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

前提条件：環境－排気ガス規制 
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コストアップ 
1.5～2倍 

コストアップ 
1.8～2.2倍 

ランニングコスト 
（尿素） 

利用 
流通 
段階 

製造 
段階 

開発 
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前提 
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一部修正 
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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

連結表示なし 非連結表示あり 片ブレーキ防止装置 

前提条件：安全性 

例：ブレーキ連結の推移 

 

安全装置であっても一定のコストは上昇する 

全機種共通化により売価への反映を最小限に抑える 
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Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

前提条件：安全性 

例：手こぎ部の緊急即時停止装置 

 

安全装置であっても一定のコストは上昇する 

全機種共通化により売価への反映を最小限に抑える 
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緊急停止装置なし 原動機の緊急停止装置 手こぎ部の緊急即時停止装置 



Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

開発段階 

開発時点でコストダウンの考え方 ：最新技術の投入 

 

設計フェーズで３Ｄ－CADを活用し、開発初期段階で設計の完成度を高めることで 
コスト低減に向け取り組んでいる。 

・CAD上での事前検証（CAE）により、試作回数の低減、確認試験の時間短縮 

・最適な部材を選定 （素材・量の最適化） 

・トータルの開発期間を短縮 

・共通化 

 

3Dを象徴する
絵など 
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解析結果（応力解析） 

板金部品（展開形状） 



Japan Agricultural Machinery Manufacturers Association（JAMMA） 

標準化 

日農工としての取り組みの一例 JIS、日農工規格化(抜粋) 

 業界として規格の統一を推進し、下記の両立を推進 

 ・お客様の利便性の向上 （互換性、入手性 等） 

 ・製品コスト低減 
 
 6,8, 

9,10, 
11,12,13 2 

1 JIS B 9100 農業機械－表示に関する通則

2 JIS B 9126 農業機械－操作装置の識別記号

3 JIS B 9202 農業機械用タイヤの諸元

4 JIS B 9205 農業機械用ゴムタイヤ

5 JIS B 9210 耕うんづめ

6 JIS B 9215 農業用トラクタの連結ピン

7 JIS B 9220 農業機械の安全通則

8 JIS D 6702 農業用トラクタの動力取出軸

9 JIS D 6703 農業用車輪トラクタの３点支持装置の主要寸法

10 JIS D 6704 農業用トラクタのヒッチ部の主要寸法

11 JIS D 6705 農業用車輪トラクタのリンク形ドローバーの主要寸法

12 JIS D 6706 農業用トラクタの主動力取出軸性能試験方法

13 JIS D 6707 農業用トラクタのけん引性能試験方法

14 JIS D 6708 農業用トラクタの旋回性能試験方法

15 JIS D 6709 農業用車輪トラクタの車輪取付部の主要寸法

16 JIS D 6710 農業用トラクタのフロント及びミッド動力取出軸

ＪＦＭＭＡＳ ９５０１－１９９５ 農用トラクタのトレーラ用接続コネクタ
ＪＦＭＭＡＳ ９５０２－１９９５ 農用トラクタの電源取り出し
ＪＦＭＭＡＳ ９５０３－１９９５ 農用トラクタの油圧取り出し
ＪＦＭＭＡＳ ０００５－２００２ 歩行形トラクタのヒッチ部寸法
ＪＦＭＭＡＳ ０００６－２００２ 歩行形トラクタの車輪取付部寸法
ＪＦＭＭＡＳ ００１８－２０１２ 農業機械用リムの輪郭　（旧JIS B 9203）
ＪＦＭＭＡＳ ００１９－２０１２ 走行式防除機の仕様書様式　（旧JIS B 9222:1989）
ＪＦＭＭＡＳ ００２０－２０１２ 歩行型トラクタ用トレーラのブレーキ付き車軸　（旧JIS B 9208）
ＪＦＭＭＡＳ ００２１－２０１１ 作業機通信用のコネクタ寸法
ＪＦＭＭＡＳ ００２２－２０１１ 農業用トラクタの仕様書様式（JIS D 6701）
ＪＦＭＭＡＳ ００２６－２０１４ 農業用歩行トラクタの仕様書様式（JIS B 9223）
ＪＦＭＭＡＳ ００２７－２０１５ ＡＧ－ＰＯＲＴ　（案）

日農工規格

業界として統一規格によりお客様の利便性を高めて、互
換性を持たせて安価に提供できたことを説明 

＜JIS＞ 

＜日農工＞ 
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